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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第１四半期
累計期間

第40期
第１四半期
累計期間

第39期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 6,049,806 5,431,053 24,835,616

経常利益（千円） 617,711 411,813 1,565,801

四半期（当期）純利益（千円） 348,312 230,989 882,398

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 8,500,550 8,500,550 8,500,550

発行済株式総数（株） 12,373,50012,373,50012,373,500

純資産額（千円） 30,059,53030,326,05030,342,454

総資産額（千円） 35,641,09235,915,28838,652,886

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
28.16 18.68 71.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 40.00

自己資本比率（％） 84.3 84.4 78.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により生産や輸出が大幅に減少するとと

もに、自粛ムードの広がりで設備投資や個人消費が減少する等、低水準での経済活動となりました。一方で、当第

１四半期後半にはサプライチェーン復旧が進み、経済の持ち直しの動きも顕在化しつつあり、先行きについては

緩やかながらも回復傾向を見込める状況となっております。

情報通信業界におきましては、次世代の通信インフラ整備への投資が続く中で、SNS（ソーシャルネットワーキ

ングサービス）やクラウドコンピューティングを活用した様々なサービスがスマートフォンやタブレット端末

の隆盛とともに創出されつつあります。また、東日本大震災を踏まえ、事業継続の観点を重視した企業情報システ

ム・ITインフラの見直しや防災・電力不足対策に向けたITの利活用も積極的に検討が進められる状況となりま

した。しかしながら、国内市場は特定サービス産業動態統計における情報サービス業の月間売上高が24か月連続

で前年同月比マイナスになる等、企業のIT投資は低迷しており、厳しい事業環境にあります。

このような事業環境の中で、当社は、今後の通信市場の動向を注視しながら、ネットワーク管理システム関連の

開発を中心に、受注の拡大を図ってまいりました。また、持続的な成長に向け、基幹系通信システム分野以外の受

注を拡大すべく、積極的な営業を展開してまいりましたが、東日本大震災の影響による企業のIT投資の低迷の影

響等から、業績が前年同期を下回りました。

以上の結果、売上高は5,431百万円（前年同四半期比10.2％減）、営業利益は388百万円（前年同四半期比

34.6％減）、経常利益は411百万円（前年同四半期比33.3％減）、四半期純利益は230百万円（前年同四半期比

33.7％減）となりました。

　

＜セグメント別の概況＞

文中における金額につきましては、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

①ソフトウェア開発関連事業

イ ノードシステム

伝送システム関連及び構内交換機（PBX）関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は1,088百万円（前年同四半期比10.3％減）となりました。

ロ モバイルネットワークシステム

第３世代移動体通信にかかわるシステム開発及び携帯端末関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は1,074百万円（前年同四半期比24.4％減）となりました。

ハ ネットワークマネジメントシステム

次世代ネットワーク（NGN）にかかわるシステム開発関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は1,868百万円（前年同四半期比14.1％減）となりました。

ニ オープンシステム

官公庁向けシステム関連の売り上げは減少いたしましたが、企業情報システム関連及びインターネットビ

ジネスシステム関連の売り上げは増加いたしました。

この結果、売上高は1,069百万円（前年同四半期比17.9％増）となりました。

ホ 組み込みシステム

車載システム等の制御システム関連の売り上げが増加いたしました。

この結果、売上高は264百万円（前年同四半期比15.5％増）となりました。
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②その他

統合サービス及び製品販売関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は65百万円（前年同四半期比36.6％減）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当社は、強みである基幹系通信システム分野の開発で得られた開発経験とノウハウをもとに、先進の通信技術

に関する研究及びそれらを利用した製品の研究開発に取り組んでおります。当社では、このための専門組織とし

て、経営企画本部技術推進部を設置し、産学官による共同研究を含めて精力的な活動を推進しております。

当第１四半期累計期間は、主に以下のテーマについて研究開発活動を進めております。

①オープンソース応用システムに関する研究開発

②情報家電ネットワークに関する研究開発

　

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は70百万円（前年同四半期比6.6％減）であり、主な活動

内容は次のとおりであります。

なお、これらはすべて新たなビジネスの創出のための活動であり、「その他の事業」に関連して行っておりま

す。

①オープンソース応用システムに関する研究開発

授業で多数のパソコンを利用する教育機関において、運用管理者の負担を軽減するシステムの研究開発を推

進しております。

既に製品化しているネットブートシステム「V-Boot」（ブイブート）及び授業支援ソフト「V-Class」（ブ

イクラス）について、更なる運用管理者の負担軽減とユーザビリティ向上を目的として、保守管理機能の強化、

処理の高速化、多様なクライアント機器への対応等を進めております。

　

②情報家電ネットワークに関する研究開発

写真や音楽、動画等のデジタルコンテンツを、ホーム・ネットワーク内で相互利用するための仕様である

DLNA（注１）ガイドラインに着目し、以下の研究開発を推進しております。

イ 携帯電話・情報端末向けの新しい開発プラットフォームへの対応

既に製品化に成功しているDLNAミドルウェア「alpha Media Link SDK」をベースに、iPhone・iPadや

Android搭載端末といった革新的な情報端末で利活用するためのソフトウェアの研究開発を行っております。

ロ 高音質・高画質なデジタルコンテンツのセキュアな再生の具体化

地上波デジタル放送コンテンツのような著作権の保護が必要な動画コンテンツを効率的にセキュアに再生

できるようにするためのソフトウェアの研究開発を行っております。

ハ 次世代DLNA規格への対応

「alpha Media Link SDK」のバージョンアップに向け、最新のDLNA規格で新たに規定された新機能につい

ての研究開発を進めております。

　

（注）１．Digital Living Network Alliance。AVコンテンツを取り扱うデジタル機器間の相互接続仕様を策定す

る標準化団体

　

（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の経営成績に重要な影響を与える要因は、以下のとおりであります。

①当社の事業環境

当社の主力事業は、基幹系通信システムのソフトウェア受託開発であることから、通信事業者、通信機器メー

カー、家電メーカー等、取引先の設備投資動向及び経営成績の影響を受けることが予想されます。また、直近で

は、大手通信事業者の次世代ネットワーク（NGN）構築が進められておりますが、その進展状況によっては、当

社の経営成績、財政状態等に影響を及ぼす可能性があります。
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②情報セキュリティ

当社が業務を遂行していく上で、顧客の企業情報及び個人情報等のデータを取り扱うことがあります。この

ような情報に関しまして、当社では、ISO/IEC 27001:2005認証に基づく情報セキュリティマネジメントシステ

ムにより厳格に管理し、情報漏洩の防止に注力しております。

しかしながら、当社の責任による紛失、破壊、漏洩等の事象が発生した場合、当社の信用力の低下、発生した損

害に対する賠償金の支払い等により、経営成績、財政状態等に影響を及ぼす可能性があります。

③不採算案件の発生

当社では、受注段階での見積精度の向上に努め、開発段階においては、プロジェクト管理及び品質管理の強化

に努めることにより、不採算案件の発生防止に注力しております。

しかしながら、複雑化、短納期化するソフトウェア開発におきましては、納入後の不具合及び開発遅延等で想

定を超える製造原価が発生する場合があり、当社の経営成績、財政状態等に影響を及ぼす可能性があります。

なお、中期的な事業展開に有効と判断される開発案件につきましては、短期的には不採算となる可能性が

あっても受注する場合があります。

以上を踏まえ、当社は、顧客基盤の拡大、自社製品によるビジネスの推進、人材の確保及び育成、情報セキュリ

ティの強化に注力し、通信ネットワークのソフトウェア開発事業を中核として、企業価値の拡大と収益基盤の確

立を図ってまいります。

　

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期会計期間末における現金及び預金の残高は12,514百万円となりました。

将来の事業活動に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、営業活動で得られる資金及び内部資金で

手当てできると考えております。

資金の運用につきましては、資金の流動性確保を第一とし、一部については信用リスク、金利等を考慮し、元本

割れの可能性が極めて低いと判断した金融商品で運用しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 12,373,500 12,373,500
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 12,373,500 12,373,500 ─ ─

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 12,373,500 － 8,500,550 － 8,647,050

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 5,300 －
単元株式数は100株で

あります。

完全議決権株式（その他） 普通株式  12,311,200 123,112同上

単元未満株式 普通株式 　　 57,000 － －

発行済株式総数 12,373,500 － －

総株主の議決権 － 123,112 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が60株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社アルファシステ

ムズ

東京都渋谷区渋谷

２-17-５
5,300 － 5,300 0.04

計 － 5,300 － 5,300 0.04

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,490,559 12,514,519

売掛金 6,363,430 4,938,288

有価証券 648,899 649,637

仕掛品 1,454,121 309,507

その他 2,312,034 2,300,013

貸倒引当金 △2,500 △900

流動資産合計 23,266,545 20,711,065

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,715,837 4,661,622

土地 4,756,706 4,756,706

その他（純額） 266,277 262,704

有形固定資産合計 9,738,820 9,681,033

無形固定資産 66,405 63,162

投資その他の資産

投資有価証券 3,381,638 3,381,587

その他 2,200,475 2,079,439

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 5,581,114 5,460,026

固定資産合計 15,386,340 15,204,222

資産合計 38,652,886 35,915,288

負債の部

流動負債

買掛金 800,275 468,470

短期借入金 500,000 500,000

未払法人税等 743,824 23,145

賞与引当金 791,594 272,011

役員賞与引当金 － 12,500

受注損失引当金 1,790,000 130,247

その他 1,782,637 2,272,331

流動負債合計 6,408,332 3,678,704

固定負債

退職給付引当金 1,225,906 1,234,339

その他 676,193 676,193

固定負債合計 1,902,100 1,910,532

負債合計 8,310,432 5,589,237
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,500,550 8,500,550

資本剰余金 8,647,050 8,647,050

利益剰余金 13,204,964 13,188,591

自己株式 △14,999 △14,999

株主資本合計 30,337,565 30,321,192

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,888 4,858

評価・換算差額等合計 4,888 4,858

純資産合計 30,342,454 30,326,050

負債純資産合計 38,652,886 35,915,288
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,049,806 5,431,053

売上原価 4,563,060 4,200,214

売上総利益 1,486,745 1,230,838

販売費及び一般管理費 892,882 842,286

営業利益 593,863 388,552

営業外収益

受取利息 15,230 14,999

受取配当金 915 915

受取賃貸料 10,822 10,782

その他 4,125 3,003

営業外収益合計 31,093 29,701

営業外費用

支払利息 1,409 1,120

賃貸収入原価 5,836 5,319

営業外費用合計 7,245 6,439

経常利益 617,711 411,813

特別損失

固定資産除却損 906 3,363

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 14,900 －

その他 1,326 －

特別損失合計 17,132 3,363

税引前四半期純利益 600,579 408,449

法人税、住民税及び事業税 22,000 5,000

法人税等調整額 230,266 172,460

法人税等合計 252,266 177,460

四半期純利益 348,312 230,989
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【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・

フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含

む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 79,922千円 72,426千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 247,364 20平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日

取締役会
普通株式 247,362 20平成23年３月31日平成23年６月13日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

 

報告セグメント
その他

（注１）
合計　

調整額

（注２）　

四半期損益

計算書計上額

（注３）

ソフトウェア

開発関連事業

　売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 　5,945,876103,930　 6,049,806　 －　 6,049,806　

セグメント間の内部

売上高又は振替高
20,203　 　△20,203 －　 －　 －　

計　 　5,966,080 　83,726 　6,049,806 －　 　6,049,806

　セグメント利益又は損失

（△）
633,391　 　△38,769 　594,621 △758　 　593,863

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△758千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

 

報告セグメント
その他

（注１）
合計　

調整額

（注２）　

四半期損益

計算書計上額

（注３）

ソフトウェア

開発関連事業

　売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 　5,365,166 65,886　 5,431,053　 － 5,431,053　

セグメント間の内部

売上高又は振替高
14,347　 　△14,347 － － －

計　 　5,379,514 　51,539 　5,431,053 － 　5,431,053

　セグメント利益又は損失

（△）
413,810　 　△24,452 　389,357 △805　 　388,552

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△805千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 28円16銭 18円68銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 348,312 230,989

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 348,312 230,989

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,368 12,368

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成23年５月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額……………………………………247,362千円

（ロ）１株当たりの金額………………………………20円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成23年６月13日

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成23年８月５日

株式会社アルファシステムズ

取締役会　御中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山﨑　博行　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉澤　祥次　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファ

システムズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第40期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日か

ら平成23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファシステムズの平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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